



























































































異母の場合 　… 異母兄・異母弟・庶兄・庶弟同母か異母の場合 　… 　兄・姉・弟・妹
これによると、 異母関係の場合を別にして、 同母関係を表す訓字表記である 「同母～」 と 「母～」 に付された 「イロ」
















































































































































字表記を写本別に分類をしてまとめたのが、次の〈表１〉である。〈表１〉をみると、用例数の少ない岩崎本Ａ・Ｂ・Ｃ点と道祥本・春瑜本を除けば明らかに同母関係であることが分かる「同母～」と「母～」や、記事内容を読まないと同母であるかどうかが不明な「兄」 「弟」などが、すべての写本で共通に現れていることが分かる。つまり、この結果だけ は、 「イロ」の意味が同母関係なのか うか確定することは難しい。ただし、 少なくとも用例①など ように「同母～」の語が二十五例もみられること ら、 「イロ」と同母関係 の関連性は類推できるであろう。このことは調査対象の全体の写本の中で「同母～」という表記の用例十一例（異なり語数）の全用例が確認 きることからも分かる。一方、同じ同母関係を表す「母～」の場合は「イロ」の例は二例 みである。すなわち、 「イロ」は同母関係を
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ていることを考えると、全体の傾向が崩れ わけではない。そして、異母関係を表す漢字表記 北野本第一種鎌倉期点にも見えるが、もっ も書写時期が下る兼右本では用例が増えるだけではなく、以下の用例⑦のように、異父兄弟の例も見られ ようになる。厳密にいうと、異父兄弟 同母関係ともいえるが、元々は父親が異なることを表すものであり、母親が同じであるかどうかが問題 なる同母関係や異母関係とは異質なものである。 「イロ」はお
49	 日本書紀古訓「イロ」に関して
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）で次のように述べられていることと も関連性があると思われ 。　図書寮本と前田本とが極めて近い間柄にあることは夙に知られてをり、中には「図書寮 の訓が前田家本を



































これは両写本とも他の写本とは異なって逐一に訓を施しており、同母か異母かがはっきりしない例が多くなっているためである。ただし、北野 第三種では「不明」の例と人名（ 「某兄」 「兄媛」などの例を指す）の例が多く見られるのに対して、兼右本で「不明」 「兄弟」の例が多いなど、実際 イロ が付される例に若干差は見える。 『日本書紀』 文献の性格上、 「イロ」は主に皇族の家族関係を述べる記事に多く付しているとみられるが、逐一に訓を付した結果、地方勢力及び反抗勢力などのような「不明」の場合や、国同士の友好関係（以下の〈表３〉の「豪族」のことを指す）など 「兄弟」の場合にも多く用いられるようになり その同母関係が不明な例も多くなったわけである。
では、最後に「イロ」が付される記事内容について確認する。 「イロ」が付されている語が表している人がど
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と思われる同母関係の有無が皇族にとって重要な問題であったことと関連があると思われる。前節で「イロ」はその同母関係という意味が殆どなくなっていると述べたが、実は『日本書紀』訓読の中では形骸化して「イロ」が使い続けられたと思われる。そ ことは最初 あげた用例①のような例をみる 、はっきり 現れている。 「同母～」という表記に必ず「～イロ～」という訓 付されるこ は「同母～」という語彙の訓には「イロ～」が用いられるべき 訓 形態だけが全体の写本にわたって伝えられ ことを示すものであろう。ところが、その意味が「イロ～」だけでは せないと思われ、 「 （オナシ）ハラ（ノ）～」のような余分な修飾語も共 付されるようになっいるのであるが、論証が必要であり、こ 点につい は別稿で論ずる。本稿では古訓「イロ」は同母の意味を表すことで、皇族の系譜上、必要と判断された箇所に優先的に用いられた訓であることについて述べるに留め
四 　おわりに
以上、 「イロ」が日本書紀古訓ではどのような意味に用いられ、写本によってはどのような違いがあるかについ




多く、これもまた時代が下るにつれて異母関係の例が増えて来る。このようなことは 主に北野本第三種と兼右本に多いことが分かるが、北野本第三種は前に述べたように逐一に訓が付される巻があり、兼右本も同様の箇所が多いことと関連する。そして その記事内容を身分によって確認したと ろ、 「イロ～」が付された用例のほぼ七割程度が皇族の例であ ことから 「イロ」とは同母関係であること 重要な皇族の親族関係を表すのが、 ともとの目的であった 思われ のことは前田本等で、異母関係であるにも関わらず 」 多く付されるの関連性からも推察できるように、 「イロ」 の同母の意味が薄れても皇族の兄弟関係を表す語に付される訓として 「イロ」が使い続け れたも であると考えられ 。それから、時代が流れるにしたがってそのような意識は弱まっても、形骸化してその姿を残してい のであろう。
注（１）
	











	 巻二十二 　二十四（Ａ点（平安中期末点） ・Ｂ点（院政期点） ・Ｃ点（室町時代宝徳三年及び文明六年点） ）
前田本
	―






	 第一種 　巻二十二 　二十三 　二十四 　／ 　二十五 　二十六 　二十七 　
	 　
第二種 　巻二 八 十九 　十 　
　　　　（鎌倉初期点と南北朝期点との二層）
	 　
第三種 　巻一 （無点） 　四 五 七 八 　九 十 十二 　十三 　十五 　／ 十七 　十八 　十九 　二十 　二十一
　　　　（南北朝期点のみ）
	 　














本稿では「イロ」が兄弟の意味を指す場合のみについて考察するので、 「夫人（イロエ） 」のような例を除く。また、 「某

















石塚晴通（一九八四） 『圖書寮本 　日本書紀 　研究篇』汲古書院
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본고에서는 일본서기 고사본(이와사키 본 A, B, C점・마에다 본・즈
쇼료 본・기타노 본 제 1종～4종・도쇼 본・슌유 본・가네미기 본)을 
대상으로 일본서기 고훈（古訓）「イロ」가 형제 관계를 나타내는 경우 
어떠한 의미로 사용되며, 또한 사본에 따라서 어떠한 차이가 있는지에 
대해 검토했다. 고찰 방법으로는「イロ」가 사용되는 한자 표기를 사본 
별로 정리하고, 그 용례들이 동복 형제인가 이복 형제인가를 분류했다. 
그 결과 고훈「イロ」가 사용되는 한자 표기는 조사 대상 사본의 전사 
시기가 늦어질수록 다양해지며, 동복 형제뿐만이 아니라, 이복 형제의 
경우에도 사용됨을 확인했다. 이 것은 기타노 본 제 3종의 경우 권에 
따라서는 훈을 거의 하나하나 다 달고 있는 점, 그리고 가네미기 본 또
한 비슷한 양상을 띠는 점과 관련이 있는 것으로 생각된다. 다만 「イ
ロ」가 동복 형제를 나타내는 한자 표기 중에서도 「同母」라는 표기에
는 대부분 사용되는 점 등으로 유추해 「イロ」의 원래 뜻은 동복 관계
를 나타내는 걸로 보인다.
그리고, 각 용례들이 나타내는 신분을 각 사본 별로 정리해 고찰했
다.「イロ」가 표기된 용례의 약 70 퍼센트 정도는 황족의 예였는데, 
이는「イロ」는 동복 관계의 유무가 중요시되는 황족의 친족 관계를 나
타내는 것이 원래 목적이었기 때문으로 추측된다. 이 점은 마에다 본 
등에서 이복 관계임에도 불구하고「イロ」가 주로 표기되었던 예 들과 
관련해 생각해 보면,「イロ」가 그 본래의 동복 형제라는 의미가 엷어
져도 황족의 친족 관계를 나타내는 훈으로써 계속 사용되고, 점점 시대
가 흘러 그러한 의식이 불분명해져도 그 형식만은 사본상에서는 계속 
존재해 온 것으로 생각된다. 
キーワード：日本書紀古訓,　イロ,　兄弟関係,　同母,　皇族
